





























































3 戸）、간장리（カンジャンニ、10 余戸）、삼밧구석（サムバクソ、45 戸）である（済
州 4･3 平和財団（2010）、95 ページ）。石碑によるとカンジャンニだけが再建され、
ムドゥニワの住民もそこに移り住んでいる人がいるとのことであった。
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済州 4･3 第 50 周年学術・文化事業推進委員会編（1998）、81 ～ 84 ページ。
同上、83 ページ。






























大きい地下窟で東広里の住民 120 人が 2 カ月ほど隠れ住んでいた。しかし、こ
こも 1949 年はじめに討伐隊に発見されてしまった。現在、ここは多くの 4･3
紀行者が訪れるところとなっているという（済州 4･3 研究所（2011a）、70 ペー
ジ）。今回、わたしたちは残念ながらここを見学することはできなかった。
詳細については、同上、86 ～ 98 ページ。









































ついて「海抜高度 382 メートル、比高 200 メートルである噴石丘（cinder cone, 































この悲話については、済州 4･3 第 50 周年学術・文化事業推進委員会編（1998）、
297 ページにも記されている。これによるとエノキの下によい水場があったと
のことである。このため馬を追ってタランシ村に出入りしていたのであろう。


















1948 年 12 月 3 日、武装隊が細花里を襲撃して一般の村人など 48 人が殺害され












































































































































































現場の案内板による。なお、案内板では最初の日付を 1 月 5 日と書いていたが、
次の日と書きながら再び 1 月 5 日と記しているので、最初の 1 月 5 日は、1 月 4
































前掲、済州 4･3 第 50 周年学術・文化事業推進委員会編（1998）、189 ページ。24





















































1948 年 12 月 16 日に起きた 23 人の若者の虐殺について済民日報四・三取材班
（1998）では、自首すれば「良民認定」との呼びかけに応えて咸徳里の大隊本




（北村里済州 4･3 犠牲者北村里遺族会、2012 年）という冊子にも「民保団員の



















の裏面には「436 位の英霊」という文句がある。また前掲、『済州 4･3、64 周年


















































































































































済民日報　四・三取材班（1994）、360 ～ 361 ページ。

































50 名余、済州 4･3 研究所（2011a）では 100 余名となっていて、正確なところ
は分からないようである。駐屯期間は、ほぼどの資料も３カ月程度としている
が、いつからいつまでかははっきりしていない。恐らく、本文で述べるトジン
モクやウムッケトンサンでの殺害事件の期間をはさむ、1948 年 11 月過ぎから
1949 年初め頃ではないかと推察できる。済州 4･3 研究所（2005）によれば、西
青特別中隊は 2 連隊 3 大隊の編成で翰林、旧左、城山などに駐屯し、1949 年 5






























済州 4･3 研究所（2011a）、86 ページ。ここには、以下のような説明文が載せら





























































































































































いた。4･3 城は 3 ～ 5 メートルの高さ、厚みは基部で 2 メートル、上部で 1 メー
トルの頑丈なものであった。たいてい 4 カ所の門があって村人は、出入りを制
限された。何カ所か望楼が設けられ、村人は交替で歩哨に立たねばならなかった。
4･3 後、石壁は解体されて、家屋や畑の石垣に利用され、こんにち 4･3 城はほと
んど残っていない。残っていても石壁のごく一部である。そんななかで洛善洞
では 4･3 城を復元して見学できるようにしている。10 月 13 日の最終日にわた































































百祖一孫遺族会（2010）、102 ～ 104 ページ。
同上、103 ページおよび 167 ページ。
百祖一孫遺族会（2010）は、虐殺当日、どういう経路で虐殺現場まで連行され
































































































































































































































































































































































































































済州島 4･3 紀行─現場探訪によって 4･3 事件を考える─（下）
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